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〈プロジェクト報告〉

静岡市東豊田学区における雑紙回収率アップ事業

田宮 縁

Yukari Tamiya

要旨

雑紙の回収率アップにむけた教材開発 (雑紙を使用したハガキ)と モデル指導案に関する卒業論文 (平成 26

年度)に基づき、平成 27年度 4年生がこども園で親子での雑がみのハガキづくリプログラムを実施した。カラ

ムシの採集から処理、ハガキの作 り方など、学生によるレシピをリーフレットにまとめ、環境啓発活動広報資料

として、活用した。平成 28年度には、2つ の教育機関より、リーフレットを活用し実践したとの報告を受けた。

キーワー ド: 地域連携 地域の課題 教材研究 雑紙

1.問 題の背景

「紙類」は、可燃ゴミの中に約 21%含 まれてお り

(平成 26年度家庭系可燃ごみ組成調査結果)、 静岡

市ではごみの減量・ リサイクルをよリー層推進するた

め、「雑がみ重点回収」を実施している。しかし、雑

紙についての認知度は低く (平成 24年度、申請者に

よる調査)、 行政も啓発活動に尽力しているが、地域

住民が主体となった「雑がみ重点回収」活動には至っ

ていない。

2.本 申請に至る経緯

(1)平成 25年度における活動

東豊田中学校 PTA環境委員会 (申 請者は地域住民と

いう立場)で、PTA及 び地域住民に「雑がみ重点回収」

を呼びかけた。また、生徒を対象とした雑紙回収とア

ンケー ト調査を行った。その結果、登校時に雑紙回収

を行うことで生徒や家庭への雑紙への認知度を高める

ことはできたが、中学生の自由記述のなかに、 「回収

した雑紙がどのように取り扱われ、どのような過程を

経て再生紙となるのかということをきちんと知らせな

いと回収にはつながらない」という回答があり、実感

を伴つた学びが必要であるということが明らかになっ

た。

(2)平成 26年度 卒業研究

指導学生 2名が卒業研究で以下の調査を行った。

(A)雑紙とカラムシのみを使用したハガキの材料の

定量化とマニュアルを作成

0カ ラムシ (イ ラクサロイラクサ科の多年生植物 )

からとつた繊維

・列に  200cc

O雑紙 4g

(B)東豊田幼稚園 (現 東豊田こども園)での親子

での雑紙のハガキづくりのプログラム (指導計画)の

作成、実施、検証。

(c)プログラム前後の PTAによる資源回収時の雑紙

ハガキ

の回収状況調査

→プログラム実施後、回収率は向上した。雑紙のハ

ガキづくリプログラムの効果を実証。

(3)平成 27年度 東豊田こども園からの依頼

平成 26年度にプログラムを実施した東豊田こども

園長より、教員、保護者の要望で、同じプログラムを

実施してほしいという要望があった。

また、卒業研究に際し、協力していただいた静岡市

廃棄物対策部ごみ減量推進課に卒業論文提出したとこ

ろ、イベント等の開催の際には、共催、協力をしたい

という要請があった。

3.プ ロジェク トの目的

雑紙とカラムシを使ったハガキづくりのイベントを

実施し、地域の雑紙回収の啓発活動を行う。また、ハ

ガキの作り方を示したバンフレットを啓発活動のツー

ルとして作成することを目的とする。

4.主 な活動

<10月 上旬～>
・組織づくり

・ こども園との日程調整

・教材研究

カラムシの繊維の抽出とハガキづくり
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<10月 中旬～>
0教材準備

・掲示物および配布物の作成

<イ ベント当日>
日時 :H月 2日 (月 )06日 (金)9:00～

場所 :静岡市立東豊田こども園昇降口

参加者 :親子 10組× 2日

11月 2日 、雑紙のハガキ作 り紹介してくださった

静岡市ごみ減量推進課の牧氏、当日開催される学校評

議委員会の出席者 (地域の方、元園長ほか)、 幼児教

育専修 2年生も雑紙のハガキ作りを参観した。

雑紙とカラムシの説明や雑紙を使ったハガキ作 りの

手順を聞いた後、親子でのハガキを作った。

ミキサーにカラムシの繊維、水、雑紙を入れて攪拌

する。雑紙がこなれていく様子を子どもたちはじっと

見ている。 ドロドロの液

体をキットに流し込み、

ハガキを作る。

5.効 果と今後の活動

子どもと保護者だけでなく、学生自身も活動を通し

て雑紙は資源であるということを実感したのではない

だろうか。雑紙の回収率アップにつながることが期待

できる。

教材研究の結果を平成 28年 3月 にまとめ、4月 よ

り関係機関に配布した。静岡市中島児童館の児童、静

岡県立駿河高等学校園芸部の生徒がリーフレットをも

とに活動に取 り組んだ。中島児童館の児童から以下の

ような感想を得た。

・ゴミの三分の一が紙類だと知らなかった。 (5年生)

・自分の住んでいるところの草から紙ができることが

すごい。 (4年生)(5年 生)

・捨てる紙か ら紙ができることを知って驚いた。 (1

年生)

・昔の人が考えたことはすごい。 (2年生)(5年 生)

・紙を自分で初めて作った。包装紙の紙で自と赤が混

ざってピンクになってうれしかった。 (2年生)

など

リーフレットは、今後も配布する予定である。

付記

本報告は、『平成 27年度 静岡大学地域連携応援

プロジェクト成果報告書』の内容をもとに加筆したも

のである。
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カラムシの機織の抽出
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